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ので一先ず調隼することとした。
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伊豆須崎でみつかったハリシスチス

についての小観察

千原光雄

1953年夏，私は伊豆須崎，J.t¥比霧島のグイドプール中で・維藻ハ Pシスチ

ス Halicystissp.が生えているのを見るととができた。

との仲間の海藻は一般に小さ主主球献体を呈し，その基部を無節サンゴモ

の体中にさし込んでいる極めて特異ゑ性質をもったもので，その分類上の位
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置については，外形が似ているととろからパロ=ア Valoniaの近くに主旨かれ

たり或いは，プロトシホシ Protosithonの近くに治かれたり，又は金〈草稿

にハリシスチス科Halicystaceaeが設けられたりして，はっきりし友い鞘が

少君主〈ゑかった。そしてその生殖細胞としては2本の鞭毛をもっ峰雄の異型

配偶子の形成されるととiJt平くから知られていた。

ととろが1938年，ドイツの P.KORNMANNはへりゴランド産のやはり同

じ緑藻類のホソツュノイト Derbesiamarinaについて，主として護生畢的

の方面からいろいろと研究を烏と託った結果，賞はとの海藻はハ Pシスチス

属の一種 Halicystisovalisと金〈同ーの植物である。 ナ~t>ちデルベジヤ

の方は世代交番に於ける舞陸世代に相営し，一方ハリシスチスは有性世代

に嘗るものであるという極めて興味るる事質を護見した。その後フランスの

J. FELDMANN (1950)もツュノイトケパ DerbesiatenuissimaとHalicystis

tarvulaとの聞に同様ゑ閥係のるるととを確かめた。備 FELDMANNによると

デルベジヤの梯走子形成の際に減数分裂がゐと左われるだろう，そして有性

世代に相営ナるハリシスチスの知られてい泣いツユノイト DerbesiaLamou-

rouxiiの場合は，減数分裂が省略される矯ではなかろうか，という見解がと

られている。

ととろでわが闘では早くから敢種類のデルベジヤが知られていたにも拘

bらや，それの封を君主すというハリシスチスの方は，つい最近(1952)北大の

山田幸男博士により八丈島から報告されるまでは全くその存在がわかってい

ゑかった。そし・亡今でも，少~くとも本土滑岸での生育は米殻見の有様であ

った。

これら上越の経緯については山田幸男博士が最近の生物皐岡容「緑藻と禍誕の生活

奥と分担j帝拳術月報別冊資料第40貌.線合研究報告集線，生物，農拳編「八丈島近

海の海穫の研究」畷和 27~手 11 月，などの中で詳わし〈紹介されている。

私の，伊豆須崎のハリシスチスの見つかったグイドプールには，やはり

ツユノイト属の一種Derbesiasp. がか~~津山生えていた。

ハリシスチスは夏季8月の観察では麗欣部の幅の直径が0.5-0.8mm位

のものが多く，縦はそれよりやや長〈全体としてイチジタの果寅のような恰

好で，無節サンゴモの一種の体上に賠々と単調で生えていた(闘A，B). 

その後，秋に~るに従って麓般の部分は弐第に消失し 10 月下旬-11 月

の観察では金〈見られ急くたった.ただその部分には曾てハ Pシスチスがそ
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の基部を穿入させていたと，恩われる小穴が

津山残存じていた。そとでとういうサシゴ

モの部分を丁寧に剥ぎとって質験室に持ち

蹄り，櫨趨観察を容易にする矯，流水装置

を施とした大型ガラス容器内や水族館の水

槽なEに入れて培養したり，或いは寅験所

附近の漕内に垂下したりし-C~いたとと

ろ， 12月下旬-1月-2月にかけて前記の

穴の部分から非常に小さ念頭肢体が仲出し

てきた。それは丁度エピやカ=が限柄を持

ち上げたといった紙態を想い起させるよう

佐恰好で・あり，又との頃のものは夏季に見

られたものよりやや細めで野球のパットの

よう訟形をしているものが多かった(岡C)。

:3辺
ム主E

伊豆須崎産J、pシスチス。

基質となっている部分無節サ

ンゴモの一種{多少模式化す}。

一方とれと平行しての天然タイドプール中で・の観察に於ても，やはりほ

ぼ時期を同じくして同様の現象を見るととができた。とういう事から考えて

恐らくわが園の須崎産ハリシスチスは既に報告されている外園の Halicystis

ovalisと同じように多年性の海藻では友いかと想像される但OLLJl:NBERG，

1935 etc)。

向，同じタイドプールに生えているデルベジヤについても，平行的にや

はり同様訟観察佐治と訟いつつるるが，それの季節的消長やハりシスチスと

の聞係君主Eは更に詳しく調べてから，できれば後の機舎に報告したいと思久

ととろで，私の見つけた伊豆須崎のハリシスチスはチヨット集がつかな

いくらい非常に小さく，而も生育場所は干潮の際でも露出し註いととろでる

り，デルベジヤの生えていたととから，或いはと瑛想して丹念に探した結果

得られたもので，との離からいって案外その附近で，もっと見つかるのでは

ゑいかとも思っている.それにし・亡も本邦内地に於てハ HシスチスとデJレベ

ジヤとが同ヒタイドプール中に生えていたという事質は，上に述べたよう君主

理由から考えて興味あるととと思われる。

終りに御指導をいただいた九大，瀬川宗吉博士に感謝いたします。

〈東京畿育犬拳下回臨海質議所〉
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オゴ ノリ果胞子の愛芽能力

津田武男

嘗研究室の紅藻胞子放出の賓験に関連して，オゴノ 9果胞子の護芽能力

が意外に強いと云うととカサった。と云うのは，護呆内の一見未熟と恩われ

る果胞子でも細胞分裂を行い立祇に護育を始めるととカサったのである。と

れに闘しては既に一昨年秋「紅藻胞子の放出に闘する研究」の一部として於

函館，日本水産拳舎秋季大舎で報告Lたのであるが?嘗時は唯一回の賞験結

果の護表であったので或いはごく特別な caseかも知れぬと考えた。本年数

回の賓験を再び繰返したととろよくその様念事賓がたとるととを確めたので

ヨたに短報したいとJ思う。

材料は博多鵠多々良海岸のもの。時期は放出の最盛期と思われる 7月上

旬。蔭千時聞は数時問。順調に胞子放出を行った麗果に就いて更に顕微鏡下

で針を用いて果皮を盤縮し麓果内に残った果胞子を人魚的に墜し出し，ーたい

で果皮を取除き麓果の中接部を取出した.以上，蔭干に依って放出した果胞

子(A)，人矯的に墜し出した呆胞子 (B)，及び麓果の中核部に附着している果

胞子(C)の3瀞を，一つのスライド上にリングを用いて夫々隔離して培養を

行ってみた。とれら 3詳の果胞子は大きさに於で異13:って.tr.t，A>B>Cの

よう主主闘係にある。特に Cは譜胞糸柔組織的に接した細胞群で甚だ小さく，

亦色彩も淡くて一見未熟であると思われるものである。

蔭干刺戟に依って放出された呆胞子(A)が殆んE損失13:く既盛主主護宵を

示し，次々と細胞童生を士宮して行〈ととは従来の賓験結果と一致する。ととろ

勺 gonimobl国七.parenehyma(SJOSTEDT， 1926)の露。
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